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要 旨 医療界の課題になっている医療従事者の働き方改革を推進していくために，各医療職
種間のタスク・シフト/シェアについての議論が進められている．国立病院機構大阪

医療センター（当センター）では，2012年から診療看護師（JNP：Japan Nurse Practitioner）
を導入し，現在，総合診療科，循環器内科，外科，心臓血管外科，重症集中部において 7 名の
JNPが，医師と連携・協働を図りながら，医療従事者特に医師の就労環境の改善に向けた取り組
みを行ってきた．本稿では，JNPを救急外来部門に導入したことによる，医師の働き方改革を考
慮したタスク・シフト/シェアへの効果を紹介する．JNPの救急外来部門での役割としては，医
師との連携のもとで救急患者の初期対応を担い，病態に対応した方針（帰宅，診療科の選定，入
院など）の判断を行うこと，ソーシャルワーカー（MSW）や近隣の関係機関等と連携を図り入
院調整や帰宅支援を担うことが挙げられる．この取り組みにより，検査・診断・治療・処置にか
かわる幅広い診療業務を医師とJNPがタスクシェアすることができ，医師の診療負担を軽減しな
がら組織としての診療生産性や医師の生産性の向上を実現できた．また社会的アセスメントも同
時に行うためMSW等との連携が救急診療開始時から可能となり，重層的支援を要する患者など
に対してもシームレスで総合的な診療が実現でき医療の質の向上に寄与すると考えられた．

JNPは，これからの持続可能な救急医療提供体制を構築していく上で，重要な医療人材である
と考えるが，法的な身分・資格や業務規程は定められていない．本稿で紹介する事例が，日本に
おけるナースプラクティショナー制度の創設に向けて活用されることを期待している．
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